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製作し、 8.64X10- 1o Pa の超高真空に到達することを確認している。
(3) 駆動機構部に用いるボールベアリングとボールスクリュウの構造・機構と表面形成の設計に関して検討し、低摩
擦、低摩耗の表面形成をするためには固体潤滑剤が必要であるが、軟質金属の Ag 膜は MoSz 膜よりも 2 桁も少ない発
塵特性を有し、 1.3X10-8 Pa の超高真空に到達すること、また、駆動機構部の長寿命運転に耐えられる表面形成は、





し、 5X 10-8 Pa 台の超高真空中で500時間以上の安定駆動を確認した。
(5) 超高真空システムの実現に向けて、提案した設計方法にもとづいて真空容器や駆動機構部を設計、製作し、特性
の評価を行い、先に示した要求項目とその方策の妥当性を明らかにしている。
以上のように、本論文は超高真空環境および超高真空システム内で動作可能な駆動システムの実現での重要課題で
ある超高真空システムの設計指針、実現のための新しい方策の提案、新しい構造部材、表面形成プロセス、駆動ユニ
ットなどについて理論的、実験的検討を行い、超高真空システム構築のための設計、方策、指針など基礎的知見を与
えており、生産科学・技術の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
